
５月から「お手玉の会」との交流、「わらべうたあそび」が始ま

っています。 地域で活動されている方々に遊びに来ていただ

いて交わりを深める中で、子どもたちもあそびの幅が拡がり、

楽しませていただいているところです。

ひかり組で実施したわらべうたあそびで

は、”ほたる”の歌に合わせてゲームあそび

をしたり、クマさんの話に合わせてお散歩

ごっこを楽しみました。やさしいうたに合わ

せ、想像を膨らませて散歩ごっこを楽しんでいる子どもたちの

姿はとても可愛らしいものでした。

お手玉あそびでは、頭の上にお手玉をのせて背中と首を伸

ばしたり、両足を踏ん張って輪ゴムのついたお手玉をに操作し

たりしました。子どもたちの姿は、真剣で一生懸命そのもので

す。お手玉の会の方からは、集中して取り組む子どもたちの姿を

見て、指導する方もついつい力が入ったということでした。ま

た、子どもたちが歌う童謡がかわいらしく、子どもたちのパワー

をもらって楽しかったというお言葉をいただきました。お互いに

楽しい時間を過ごすことができて感謝でした。

今年度も、地域の方々とつながりを大切にしながら、園生活

を楽しみ、あそびを広げていきたいと思います。 園長

6月の行事予定

3 日(土) 家族の日参観(３才以上)

9 日(金) 歯科検診(全園児)

13 日(火) 給食試食会（あい組）

15 日(木) 給食試食会（のぞみ組）

21 日(水) 海遊び・弁当日

29 日(木) 誕生会(6･7･8 月生まれ)

７月の行事予定

七夕訪問（日程未定）

5 日(水) プール遊び(市営プール)

〃 弁当日

15･16 日 お泊り保育(年長児)

19 日(水) 一学期終園日(１号午前保育)

今月の聖句「みよ。私は新しいことをする。今、もうそれがおころうとしている。」
イザヤ43：19

ＢＣ７世紀の預言者イザヤはイスラエルの民の滅亡を感知し、警告しました。「新しい事が起こる」
とは具体的にはどんなことだったのでしょう？ ＢＣ７世紀に、ユダヤは近隣のバビロニア帝国に占
領され、捕囚の身となりました。ＢＣ４世紀に、ペルシャ帝国に変わった時、クロス王は自国へ帰国す
ること認めました。しかし、ローマ帝国になってＡＤ７０年、ユダヤ人は徹底的に滅ぼされ、約１９００
年間、国を持たない放浪の民となったことは歴史家ならずとも誰もが知っているところです。
さて、私たちが寄留している宇宙船地球号は永遠不滅の星ではありません。私たちが知っている
だけでも、熊本で、東北で震災と津波の災害があったことは記憶に新しい事です。天災や戦争は
絶えず起きてきました。いつの日か、この地球は、必ず跡かたもなく殲滅します。そのとき、生き延びる人
は１人もいなくなるでしょう。私たちは、緊張をもってこの全滅から救われる方法を確立して置かなくて
はなりません。
では、どうしたらこの破滅から救われるのでしょう。方法は無いわけではありません。天地宇宙を創
造され、支配しておられる愛の神を信じ頼ることによって滅亡から救われ、肉体は霊体に変えられ、
飲食や、金銭の要らない、病も痛みも無い、「神の国」へ移される事で、救いは完成します。 註：Ｂ
Ｃ＝紀元前 ＡＤ＝起源後、地球の壊滅と救いはヨハネによる黙示録をまとめました。

前理事長 池田公榮
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大豆田啓友先生の
「子育ての悩み解決 １００のメッセージ」より ☆怒るよりも、子どもを認めてあげる

「子どもの発達について」 避けたいのは、子どもの態度に耐えかねて、お母さんが正面
からぶつかってしまうこと。怒っても逆効果なのです。それよ
りも「頑張っているね」と認めてあげると、子どもも早く切り
上げることができます。

トイレに行きたがらないなら、「○○したら、次に△△でき
るよ」と見通しを付けてあげてはいかがでしょうか

何に対しても「いや、いや」と反抗するのは２歳代の大 あそびを切り上げるときには「さあ帰ろう」ではなく、あと
きな特徴です。「反抗期」とも「わからんちんの２才児（魔 １回滑り台を滑ったら帰ろうね」など、帰る目安を伝えて、子
の２歳児）」とも言われます。しかしそれは、断固として ども自身が踏ん切りを付けるきっかけを与えてあげるとよいか
反抗しているわけではありません。ちゃんと子どもなりの もしれません。
理由があり、これこそ心の成長なのです。 遊びを切り上げるときは、「さあ、帰ろう」ではなく、「あと
２歳くらいになると、「自分はこうして遊びたい」とい １回すべりだいを滑ったら帰ろうね」など、帰る目安を伝えて、

うイメージや見通しがつくようになります。ところが、そ 子ども自身が踏ん切りを付けるきっかけを与えてあげるとよい
こに大人から突然「トイレに行きなさい」「もうあそびは かもしれません。
終わり、おうちに帰りましょう」等と言われると、イメー 怒らない方が良いとは言え、すくなからずの親子も自然にぶ
ジどおりにならず、受け入れるのが難しかったりして「嫌 つかる者です。遊び半分、苦労半分という時期でしょう。こん
だ」と言うのです。これは自我が育ってきたことと大きく な時に頼りになるもの苦労を分かち合えるママ友など。同じよ
関係しています。 うな育児の悩みを語り合い、ストレスを解消していきましょう。

こうした時期は、子どものプライドを尊重してあげるこ
とが、多くの激しい衝突をまねかない秘訣だと言えます。
一度おへそを曲げられると、手に負えなくなることもある
ので、大人が一歩引いて「まあ仕方ないか」と聞き直れる
るとよいでしょう。子どもも、一度ちゃんと思いを受け止
めてもらえると、納得してうまく切り抜けられるようにな
ります。

ときには子どもとぶつかってもＯＫ。でもエスカレー
ト すると、後に尾を引くので、大人が一歩 譲って、深
みにはまらない工夫を。

お出掛け前にトイレに誘っても「イヤ」、
公園から帰るときも「イヤ」とぐずってばかり。

（２才５ヶ月・女児）

２０１７年度 年主題〈愛されて育つ〉
1･2歳児６月主題 ｢わくわくする｣ 3･4･5歳児６月主題 「不思議」

月のねがい 月のねがい

◎さんびかや祈りのことばに心を合わせる ◎神さまが創られた自然の不思議さに目をとめ、関心をもつ

◎友だちや身近な物事に心を動かす ◎いろいろな物を使って遊び、興味や関心が広がる

◎自然にふれて興味をもつ ◎生活の中で、予想したり試したりする


